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3) 従っ℃番考棚の組合員資惜別にヮい ζも， ，1'抄十」を除いた梢)車比を掲りた。
資料農林中企「農協貸刊金実態調喧J(1961司L農村金融研究会「全国農山漁村金融事情調査J(1968-72年)， :ll-'l;林中企「農協信用
事業動向調査J(19叩 81ヰ)。






























































15) W農林金融の実情I1966年版， 114へー ジ。






































54 (54) 第 135巻第 l'2号























































質」佐伯編著『農業金融の構造と変貌~ 19叫年. 212ベージ。 しかしこり点については撞に触れ
るように，農協の立替償還システムとの関連を見落とすと評価を誤ることになる。




























































































現代における農家経済構造と負債問題〈上〉 (59) 59 
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計 1"'612¥ 日 7
注農外事業用の土地・建物，動植物は除いた3
資料農林水産省『農家経済調査報告』。
現代における農家経済構造と負債問題〈上〕 (61) 61 
約自0万円に対し， 2 ha以上層は約160万円とほぼ100万円の開きがある。 この
差をもたらした最大のものは農機具で，次いで農業用土地，農業用建物の順と
なっており，生活用建物すなわち住宅に関してはやや 2ha以上層が高いもの
の開きはさほど大きくはなし、。このように上位階層の固定資産投資の高水準は
農業用のそれに起因し，これが先に見たように低所得・高負債地帯にあっては
高額の負債累積を招〈大きな要因となってし 1るのである。
農業固定資産投資の巨額化も，またそれに伴う負債の巨額化も，相応の農業
所得を実現する隈りでは上向発展の指標とみなすことができる。しかしこの間
の一方における米価の据え置き，畜産物の過剰と価絡低迷，米や牛乳の生産調
整，他方におけ'"農業資材価格の上昇等によ 4 て農業所得は{民i査を続け，農業
投資とそれに基つ〈負債の膨張は明確に農家経済の窪桔要因へと転化しつつあ
る。かつて上位階層の相対的に高い負債水準ほ相対的に高い所得水準によって
支えられていた。階層問所得格差は一貫して縮小傾向をたどってきたとはいえ，
1970年代中頃までは何とかこのように言うことができた。住宅等生活改善型の
消費的負債も上位階層において先行的に形成されてきたと推察されるが，これ
など経済力の優位性を示す指標以外の{可ものでもなかった。また負債規模その
ものも今日段階から見るなら小額で，償還も比較的容易であった。しかし今日，
低所得地帯の上位階層は同一地帯内の下位階層に対する所得上の優位を失った
うえに，巨額の負債を抱えるに至っている。生産的負債を中心とする高額負債
は今や農家経済の出迫要因に転化し，同時に生産的負債形成を促進し亡きた制
度資金による政策的優遇措置も，その否定的役割が問題とされるような局面を
迎えてしまったと言える。
(1984年6月25日脱稿，未完〕
